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元 気 な グループ紹介
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下豊松長寿老人会　文化部の皆さん

議
会
ク
イ
ズ

第3回

　私達は，下豊松長寿老人クラブの仲間です。
　今年から生き甲斐対策として，文化部を立ち上げ，
活動内容を検討した結果，銭太鼓をしようと決ま
りました。銭太鼓が初めての人ばかりで、いちから
のスタートです。曲目は｢光陽の里とよまつ｣とし，
振り付けは仲間全員で考え稽古を始めました。
　大勢の皆様方の前で発表が出来るように｢気合｣
を入れて頑張っています。

《
ク
イ
ズ
》

　

空
欄
に
適
切
な
言
葉
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

①
平
成
20
年
度
決
算
の
全
会
計
を
○
○
で
繰
越
し
。

　

②
女
性
の
節
目
の
方
を
対
象
に
、
女
性
特
有
の

　
　

○
○
対
策
に
取
組
ん
で
い
る
。

　

③
今
年
度
の「
全
国
○
○
テ
ス
ト
」の
結
果
は
。

　

④
○
○
○
○
事
業
の
住
民
説
明
会
が
10
月
か
ら

　
　

始
ま
る
。

　

⑤
新
型
○
○
○
○
○
○
○
対
策
本
部
を
設
置
し
、

　
　

感
染
に
備
え
て
い
る
。

《
ヒ
ン
ト
》

　

議
会
広
報
を
良
く
読
め
ば
解
り
ま
す
。

《
応
募
方
法
》

　

は
が
き
に「
答
え
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
」

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

議
会
へ
の
要
望
・
ご
意
見
な
ど
も
書
い
て
く
だ
さ

い
。

　
「
ま
ち
の
声
」で
、
出
来
る
だ
け
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

正
解
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
５
名
の
方
に
１
，

０
０
０
円
分
の
や
ま
な
み
商
品
券
を
お
送
り
い
た

し
ま
す
。

《
あ
て
先
》

　

〒
７
２
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１
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神
石
高
原
町
議
会
事
務
局

　
「
第
3
回
議 

会
ク
イ
ズ
係
宛
」

《
締
め
切
り
》

　

11
月
5
日（
木
）　

消
印
有
効

《
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
》

　

ご
記
入
い
た
だ
き
ま
し
た
個
人
情
報
は
、
賞
品
発
送

お
よ
び
『
ま
ち
の
声
』
な
ど
の
目
的
以
外
に
は
利
用

い
た
し
ま
せ
ん
。

　　

夏
も
終
わ
り
、
森
の
鎮
守

か
ら
笛
・
鐘
・
太
鼓
の
音
が

聞
こ
え
、
豊
穣
の
大
祭
を
迎

え
て
い
る
秋
と
な
り
ま
し

た
。

　

８
月
に
は
衆
議
院
の
解
散

総
選
挙
が
あ
り
自
民
党
が
大

敗
を
喫
し
９
月
定
例
会
会
期

中
に
は
政
権
交
代
が
行
わ
れ

ど
の
よ
う
な
方
向
に
進
む
の

か
少
し
不
安
で
あ
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
不
利
益
に

な
ら
な
い
よ
う
積
極
的
に
新

政
権
に
財
政
支
援
を
要
望
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す

が
解
決
に
む
け
努
力
・
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
を
、
ご
愛
読

し
て
い
た
だ
き
議
会
ク
イ
ズ

に
多
く
の
応
募
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

｢

橋｣ 秋を告げるコスモス

銭太鼓練習風景
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